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平成２６年度財政援助団体監査の結果について（報告） 

地方自治法第１９９条第７項の規定により実施した財政援助団体監査の結

果について，同条第９項の規定に基づき次のとおり報告します。 
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平成２６年度財政援助団体監査結果報告書 

 

 

１ 監査の種類 

地方自治法第１９９条第７項の規定に基づく財政援助団体監査 

 

２ 監査の期間 

平成２６年５月２２日から平成２６年１０月１日まで 

（委員聴取日 平成２６年７月１日） 

 

３ 監査の対象及び場所等 

下記団体の平成２５年度財政援助(補助金)に係る出納その他の事務の執行及び補助金

交付事務の執行 

 

財政援助団体名 補助金名称 所管部課 
監査の

場所 

葉 山 商 店 会 
富里市商店街共同施設事業 

補 助 金 （ 管 理 事 業 ） 市民経済環境部 

産 業 経 済 課 
分 庁 舎

２ 階 大

会 議 室 

富里市家畜防疫協会 富里市家畜防疫事業補助金 

社会福祉法人 牧の園 
富 里 市 航 空 機 

騒音障害防止工事等補助金 

総 務 部 

企 画 課 

 

４ 監査の主眼 

(1) 財政援助団体  

ア  事業計画書，予算書及び決算諸表等と所管部課へ提出した補助金の交付申請，実

績報告等は符合するか。  

イ 補助金交付申請及び請求，受領は適時に行われているか。 

ウ 事業は，計画及び交付条件に従って実施され，十分効果があげられているか。 

エ 出納関係帳票の整備，記帳は適正か。また，領収書等の証拠書類の整備，保存は 

適切か。 

オ 補助金に係る収支の会計経理は適切か。 

(2) 所管部課  

ア 補助金の決定は予算・法令等に適合しているか。 

イ 補助金の交付目的及び補助等対象事業の内容は明確か。また，公益上の必要性は 

十分か。 

ウ 補助金の算定，交付方法，時期及び手続等は適正か。 

エ 補助金の効果及び条件の履行の確認は実績報告等によりなされているか。 

オ 補助金交付団体への指導監督は適切に行われているか。 

 

５ 監査の方法 

平成２５年度に財政援助を行った団体のうち３団体を抽出し，上記監査の主眼に基づ

き，団体代表者及び会計担当者，補助金所管部課職員などから説明を聴取し，通常実施
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すべき監査手続きで実施した。 

なお，団体及び所管部課には，事前に監査資料及び関係諸帳簿の提出を求め，補助職

員による予備監査を実施した。 

 

６ 監査の結果 

監査の結果，財政援助(補助金)に係る出納その他の事務の執行及び補助金交付事務の

執行については，おおむね適正であった。 

一部の団体及び所管部課に検討・改善を要する事項が見受けられたので，事務処理の

適正化に努められたい。 

 

７ 総括 

所管部課は，財政援助団体が実施する補助事業の運営・経理については，補助金交付

要綱に基づいて，一層適切な指導監督をされたい。 

また，平成１９年度に補助金の抜本的な見直しを行っているが，引き続き補助金検討

委員会の提言に基づき改善に取り組むとともに，補助金交付要綱についても必要に応じ

て見直すよう要望する。 

財政援助団体においては，正確な事務処理，適切な事業運営に努め，地域または福祉

に貢献する活動をこれからも要望する。 
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葉山商店会 

 

１ 団体の概要 

(1) 目的 

当該補助金事業の実施主体となっている「葉山通り街路灯組合」は葉山商店

会内に共有財産としての街路灯の維持管理，葉山通りの繁栄向上と発展を目的

として設立された。 

なお，街路灯の維持管理は，葉山商店会の主な事業となっている。(以下同組

合について記す。)  

(2) 実施事業 

地域住民福祉並びに商店会組織の団結及び繁栄を目的とし，街路灯７２基の管理を

行う。 

(3) 役員及び構成員数（平成２６年４月１日現在） 

・役員９名（会長１名・副会長１名・理事４名・監事２名・会計１名） 

・構成員６４名（役員含む） 

(4) 構成 

葉山通り及び周辺で生活又は営業する者で，本会の趣旨に賛同した者。 

 

２ 補助金概要 

(1)  補助金額 ２００，０００円 

(2) 補助金の名称 富里市商店街共同施設事業補助金(管理事業) 

(3) 補助金の根拠規程 富里市商店街共同施設事業補助金交付要綱 

(4) 補助金の交付目的  

商店会の振興及び環境整備の促進を図り市民生活の向上に資することを目的とす

る。 

(5)  補助対象経費   

・管理事業 

電気料（１月から１２月分）の２分の１以内を対象とする。 

ただし１年につき２０万円を限度とし，この要綱による設置事業により設置さ

れた街路灯施設に限る。 

(6) 所管部課 市民経済環境部 産業経済課 

 

３ 補助金決算状況 

補助金事業の収支決算は，次表のとおりである。 

この数値等は，補助事業等実績報告書及び補助金等交付額確定通知書に基づくもので

ある。 

 

収入の部                               

科   目 金  額（円） 備     考 

市補助金 200,000 管理事業 

自己資金 595,426  

合 計 795,426  
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  支出の部                               

 

４ 検討・改善を要する事項 

(1) 対象団体に対して 

ア 出納帳簿に収入金の記帳もれが見受けられたので，適切に処理されたい。  

イ 規約に基づいて，総会を開催し会計報告等を実施されたい。 

  

(2) 所管部課に対して 

団体の決算書について，収入金の記帳もれが見受けられたので補助金交付要綱に基

づき適切な審査に努め，団体を指導されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科   目 金  額（円） 備     考 

電気代 795,426 
街路灯７２基 

(平成２５年１月～１２月分) 

合 計 795,426  
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富里市家畜防疫協会 

 

１ 団体の概要 

(1) 目的 

  家畜の疾病を予防するとともに，そのまん延を防止し，もって畜産事業の振

興を図ることを目的とする。 

(2)  実施事業 

ア  家畜伝染病予防のため，各種予防注射や検査の実施及びそのまん延防止に関す

る事業 

イ 防疫用薬剤及び器材等の斡旋，貸し出し等に関する事業 

ウ 家畜防疫について普及宣伝に関する事業 

エ その他協会の目的達成に必要な事業 

(3) 役員及び会員数（平成２６年４月１日現在） 

・役員７名（会長１名・副会長１名・理事３名・監事２名） 

・会員９名（役員含む） 

(4) 組織 

富里市及び市内各畜産組合並びに家畜防疫事業に関連のある団体で構成 

 

２ 補助金概要 

(1) 補助金額 １，７３０，３４２円 

(2) 補助金の名称 富里市家畜防疫事業補助金 

(3) 補助金の根拠規程 富里市家畜防疫事業補助金交付要綱 

(4) 補助金の交付目的  

畜産物の安定供給と畜産経営の安定化のため，家畜疾病の予防と畜産環境衛生の 

向上を推進し，もって畜産振興に資することを目的とする。 

(5) 補助対象経費 

・家畜予防衛生対策 事業費の３分の１以内 

・豚オーエスキー病対策 事業費の３分の１以内 

(6) 所管部課 市民経済環境部 産業経済課 

 

３ 補助金決算状況 

補助金事業の収支決算は，次表のとおりである。 

この数値等は，補助事業等実績報告書及び補助金等交付額確定通知書に基づくも

のである。 

 

収入の部                               

科   目 金  額（円） 備   考 

市補助金 1,730,342  

自己負担金(家畜予防衛生対策) 3,413,185  

自己負担金(豚オーエスキー病対策) 47,200  

合   計 5,191,027  
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支出の部  

科   目 
 金  額（円） 備   考 

事業等区分 経 費 内 訳 

家 畜 予 防 

衛 生 対 策 

補 助 金 1,706,742 

殺菌剤等薬剤共同購入 自 己 負 担 金 3,413,485 

小 計 5,120,227 

豚オーエスキー病

対 策 

補 助 金 23,600 

抗体検査・予防接種 自 己 負 担 金 47,200 

小 計 70,800 

合   計 5,191,027  

 

４ 検討・改善を要する事項 

 (1)   対象団体に対して 

補助対象額が分かるような資料の作成に努められたい。 

     

 (2)  所管課に対して 

ア 補助金の申請者と交付決定者が同一人であることは好ましくないため，適正な事

務手続きを検討されたい。 

イ 富里市補助金検討等委員会で提言された「自主・自立の運営」が求められている

ので，団体と協議のうえ改善を図られたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

社会福祉法人 牧の園  

 

１ 団体の概要 

(1) 目的 

   第二種社会福祉事業を行う。 

(2)  実施事業 

ア 保育所富里保育園の設置経営 

イ 児童厚生施設若草児童館の設置経営 

ウ 保育所こひつじ保育園の設置経営 

(3)   役員数（平成２６年４月１日現在） 

・役員１１名（理事長１名・理事８名・監事２名） 

 

２ 補助金概要 

(1)  補助金額 １，８７９，９８６円 

(2)  補助金の名称 富里市航空機騒音障害防止工事等補助金 

(3)  補助金の根拠規程 富里市航空機騒音障害防止工事等補助金交付要綱 

(4)  補助金の交付目的  

公共用飛行場周辺における航空機騒音による障害の防止等に関する法律（昭和４２

年法律第１１０号。）第５条各号に規定する施設について成田国際空港に起因する航

空機騒音を防止し，又は軽減するために行う工事その他施設の維持管理に対して補助

することを目的とする。 

(5) 補助対象経費 

ア 騒音防止対策事業（建設事業） 

教育施設等騒音防止対策事業費助成金交付規程(成田国際空港株式会社規程)[注]

による対象施設への助成金を控除した額の３分の１を２５年間均分に補助 

[注] 当初補助決定時(平成8年度)は，「新東京国際空港公団教育施設等騒音防止対

策事業費補助金交付規程」 

イ 電気料金 

上記アの空調施設の動力に係る電気料金のうち基本料金 

(6)  所管部課 総務部 企画課 

 

３ 補助金交付状況 

補助金事業の交付状況は，次表のとおりである。 

この数値等は，補助金交付申請書及び補助金確定通知書に基づくものである。 

 

補助金内訳                               

科   目  金 額 (円) 備  考 

市補助金(建設事業) 865,000 平成８年度～平成３２年度まで 

市補助金(電気料金) 1,014,986 平成２５年４月～平成２６年３月分 

市 補 助 金 合 計 1,879,986  
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４ 検討・改善を要する事項 

 (1)  対象団体に対して 

特になし 

 

(2)  所管部課に対して 

市補助金は，成田空港株式会社の助成金交付規程を算定基礎としているが，同交付

規程が改正されていることから，補助金交付要綱の見直しを検討されたい。 


